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現代コミュニケーションコース 



プロジェクトの目的 

• オープンガーデンだけでなく 

  須坂の町に人を呼び込むため 

 

•須坂市の活性化、観光促進 
  



地域の活性化と観光について 

・『観光文化と地元学』井口貢編著（2011） 

 
・「オルタナティブ・ツーリズム」 
→地域に密着した新しい観光 
 
・地域力から観光力へ 
→・オープンガーデンのさらなる発展 
 ・オープンガーデンとその他スポットの 
         接続による観光の活性化 
 

 



フィールドワーク 

授業中（２回） 

• オープンガーデン訪問 

• 蔵のまち視察 

授業外（６回） 

• グループごとに須坂 
 訪問 

 



プロジェクト内容 

• 「オープンガーデン」のパンフレッ
トに町歩き紹介の見開きページを 

 製作 

 

• 新しい看板デザインの考案 

 
 



スケジュール 

9月 10月 11月 12月 

（中旬） 

須坂市役所まちづ
くり課の方と打ち
合わせ① 

 

（下旬）  

オープンガーデン
訪問 

（中旬～上旬） 

グループごと須坂
訪問 

 

（中旬） 

須坂市役所まちづ
くり課の方との打
ち合わせ② 

（中旬） 

須坂市役所まちづ
くり課の方との打
ち合わせ③ 

紙面製作 



ルート作成の流れ 
• オープンガーデンには車で訪れる方や中高年が多く、 

中には若い女性やカップルもいることがわかった 
 
 

• フィールドワークの中で見つけた須坂の魅力を 

 紙面を通して大勢の人に伝えたい 

 

 

• 幅広い年代の人に興味を持ってもらうために 

 いくつかのルートを考案 

 

 

• ３つのルートを提案 

 



     提案したルート① 

• 車で巡るぶらりまち歩き（車ルート） 

 

• ターゲット：家族連れ 

 

• 特徴：車を持っていることを前提として
          いるので広範囲に移動する 

 



提案したルート② 

• ノスタルジックを感じるまち歩き 

  （徒歩ルート①） 

 

• ターゲット：若者、レトロな雰囲気が 

         好きな方 

 

• 特徴：着物の着付け体験ができる 

      蔵のまちの魅力を味わえる 



提案したルート③ 

• 写真スポットで巡るまち歩き 

（徒歩ルート②） 

 

• ターゲット：若者 

 

• 特徴：写真映えするお洒落な食べ物や 

      雑貨に出会える 

       須坂の歴史を感じることが出来る 



デザインの意図 

● タイトルの由来：「時」をテーマとし、キャッチーな
印象を与えるために「時を旅してみた」というフレー
ズを小見出しに置いた 

 →須坂の歴史的建造物と現代の建物が景観を崩さず 

   調和している点も銀座通り界隈の魅力だと考えた 

 

● タイトルのフォント：フォントを一から手書きで作成 

 →PCのデフォルトのフォントを使用すると、全体の 

   バランスを見た際に、凝り固まったイメージを 

   与えてしまう 

 

 



デザインの意図 

バックの色：彩度を抑えたクリーム色 

→須坂の歴史を尊重し、 

 「歴史」を連想させ、かつ落ち着いた印象を与える 

 

コース例の枠、地図上の番号：バックの色とは反対に、 

パキッとした色を置いた 

 →「活発さ」や「現代」を連想させ、 

   かつ目立たせるため 

 

 



完成品 



看板デザイン① 



看板デザイン② 



まとめ 

• オープンガーデンをきっかけに須坂市の観光ス
ポットへ訪れる人が増えれば、活性化に繋がる
のでそのスタートになってほしい 

 
 
• 今回の企画により須坂へ訪れる人が増えたら、
オープンガーデンの作り方やこだわりを話す 

 機会を設けたらさらに発展すると思う 



ご清聴ありがとうございました 


